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ズ
」
と
い
っ
た
見
方
が
出
た
。
少
し

間
を
お
い
て
、
横
澤
教
諭
が
「
お
な

か
を
す
か
せ
た
高
校
生
が
夕
方
に
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
や
空
揚
げ
を
買
う
。

そ
ん
な
記
録
が
カ
ー
ド
に
蓄
積
さ

れ
、
商
品
開
発
や
陳
列
に
生
か
さ
れ

て
い
る
ん
だ
よ
」
と
話
す
と
、
生
徒

た
ち
は
感
心
し
た
よ
う
に
う
な
ず
い

て
い
た
。

　

横
澤
教
諭
は
、
デ
ー
タ
を
活
用
し

て
問
題
を
解
決
す
る
力
を
育
て
る
た

め
、
数
学
の
授
業
で
統
計
の
学
習
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
こ
の
日
は
、
生

活
の
中
で
デ
ー
タ
分
析
が
生
か
さ
れ

て
い
る
例
を
紹
介
し
た
。

　

田
中
健
登
君
（
15
）
は
「
統
計
は

数
字
が
並
ん
で
い
る
だ
け
の
印
象
だ

っ
た
け
れ
ど
、
具
体
的
な
使
わ
れ
方

が
わ
か
っ
て
面
白
か
っ
た
」
と
興
味

深
そ
う
に
感
想
を
語
っ
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
を
通
じ

生
徒
の
や
る
気
引
き
出
す

　

授
業
を
見
学
し
た
秋
山
さ
ん
は
、

「
統
計
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
で
も

活
用
さ
れ
、
未
来
を
予
測
す
る
学
問

に
な
っ
て
い
る
」
と
し
た
う
え
で
、

「
い
い
指
導
者
が
い
る
と
、
い
い
生

徒
が
育
つ
こ
と
を
自
分
の
目
で
確
認

で
き
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　

一
昨
年
、
横
澤
教
諭
が
「
読
売
教

育
賞
」
に
応
募
し
た
リ
ポ
ー
ト
を
読

ん
で
、
秋
山
さ
ん
が
感
心
し
た
の
は
、

生
徒
の
や
る
気
を
引
き
出
す
た
め
の

今年で65回目を迎える「読売教育賞」。学校や地域での優
れた教育実践に光をあてるのが目的で、受賞を機に、一
層指導に磨きをかける教員も多い。第63回（2014年度）の
「算数・数学教育」部門で最優秀賞を受賞した長野県屋
代高校・付属中学校の横澤克彦教諭（50）を、選考委員を
務める数学者の秋山仁・東京理科大学教授が訪ねた。

様
々
な
工
夫
だ
っ
た
。
同
校
で
は
、

生
徒
に
達
成
感
を
持
っ
て
も
ら
お
う

と
、
統
計
を
使
っ
て
身
近
な
問
題
の

解
決
策
を
提
案
す
る
県
主
催
の
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど
へ
の
応
募
を
後
押
し
し

て
い
る
。

　

放
課
後
に
は
、
各
種
コ
ン
テ
ス
ト

に
挑
戦
し
て
い
る
生
徒
た
ち
が
集
ま

っ
て
、
横
澤
教
諭
の
指
導
を
受
け
て

い
る
。

　

慶
応
大
学
主
催
の
コ
ン
テ
ス
ト
で

今
年
入
賞
し
た
２
年
の
青
木
祐
人
君

（
16
）
は
、「
子
育
て
に
関
す
る
デ
ー

タ
を
並
べ
た
だ
け
の
論
文
を
提
出
し

た
ら
、
先
生
か
ら
『
何
も
提
案
し
て

い
な
い
』
と
指
摘
さ
れ
、
内
容
を
練

り
直
し
た
」
と
振
り
返
る
。

創
意
に
富
ん
だ
取
り
組
み

秋
山
さ
ん
が
提
供
呼
び
か
け

　

横
澤
教
諭
は
「
読
売
教
育
賞
の
受

賞
を
機
に
、
自
信
を
持
っ
て
デ
ー
タ

分
析
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
生
徒
た
ち
が
学
習

の
成
果
を
外
に
発
信
す
る
機
会
も
増

え
た
」
と
話
す
。

　

今
年
の
読
売
教
育
賞
募
集
を
前

に
、
秋
山
さ
ん
は
「
先
生
た
ち
が
考

え
、
積
み
重
ね
て
き
た
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
授
業
や
取
り
組
み

が
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
。
そ
ん
な
宝

を
リ
ポ
ー
ト
に
し
て
全
国
の
先
生
方

に
提
供
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け

て
い
る
。

【募集部門】	①国語教育 ②算数・数学教育 ③理科教育 
④社会科教育 ⑤生活科・総合学習 	
⑥健康・体力づくり ⑦外国語・異文化理解 
⑧児童生徒指導 ⑨カリキュラム・学校づくり 
⑩地域社会教育活動  ⑪特別支援教育 	
⑫音楽教育

【対　　象】	小中高校、特別支援学校、幼稚園、保育
所、児童館などの教職員、スクールカウン
セラー、ＰＴＡ、教育関係団体、教育委員
会などの関係者

【表　　彰】	部門別に最優秀賞（盾と副賞50万円）、
	 優秀賞（盾）
【応募期間】	2016年8月１～22日。同日消印有効
【発　　表】	結果は10月下旬に読売新聞に掲載予定。
詳細は読売教育賞ウェブサイトに掲載
https://info.yomiuri.co.jp/contest/edu/kyoiku.html
問い合わせは事務局へ　☎03･6739･6713

数
学
者・秋
山
仁
さ
ん
が

長
野
県
屋
代
高
校
を
訪
問

統
計
用
い
た
問
題
解
決
の
授
業
で

読
売
教
育
賞
最
優
秀
賞

　

読
売
教
育
賞
は
今
回
か
ら
、
募
集

部
門
の
一
部
を
見
直
し
た
。「
教
育

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
を
「
児
童
生
徒

指
導
」
に
統
合
し
、
不
登
校
や
い
じ

め
に
関
す
る
指
導
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
ら
の
実
践
な
ど
も
募
る
。

　

ま
た
、「
外
国
語
教
育
」「
学
校
づ

く
り
」「
保
健
・
体
育
の
教
育
」
の

各
部
門
は
、「
外
国
語
・
異
文
化
理

解
」「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
学
校
づ
く
り
」

「
健
康
・
体
力
づ
く
り
」
に
そ
れ
ぞ

れ
名
称
変
更
し
た
。「
時
代
の
変
化

に
対
応
し
、
幅
広
い
教
育
活
動
の
報

告
を
期
待
し
た
い
」
と
、
選
考
委
員

会
座
長
の
谷
川
彰
英
・
筑
波
大
学
名

誉
教
授
は
語
る
。

　
「
社
会
科
教
育
」
で
は
、
今
年
か

ら
選
挙
権
が
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ

ら
れ
る
の
を
受
け
、
特
に
主
権
者
教

育
の
実
践
に
関
す
る
応
募
を
歓
迎
し

て
い
る
。
同
部
門
の
審
査
を
担
当
す

る
谷
川
座
長
は
「
政
治
や
社
会
の
仕

組
み
を
理
解
し
、
自
分
で
判
断
し
て

投
票
す
る
意
識
を
持
た
せ
て
い
く
こ

と
が
大
切
」
と
強
調
す
る
。

　

昨
年
か
ら
応
募
期
間
は
８
月
中
と

な
り
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
リ
ポ
ー

ト
を
ま
と
め
る
教
員
も
多
い
。「
地

道
に
実
践
し
、
試
行
錯
誤
し
た
道
の

り
を
書
い
て
も
ら
え
ば
い
い
。
子
ど

も
と
し
っ
か
り
向
き
合
っ
た
教
師
の

リ
ポ
ー
ト
は
必
ず
読
む
人
の
胸
を
打

つ
で
し
ょ
う
」
と
谷
川
座
長
は
話
し

て
い
る
。

横
澤
教
諭

コ
ン
ビ
ニ
の
カ
ー
ド
精
算

企
業
側
の
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
る

　
「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
使

う
カ
ー
ド
の
い
い
と
こ
ろ
は
？
」。

４
月
18
日
、
長
野
県
千
曲
市
の
屋
代

高
校
。
１
年
生
の
教
室
で
は
、
横
澤

教
諭
の
き
び
き
び
し
た
声
が
響
き
渡

っ
た
。

　
「
買
い
物
を
す
る
と
ポ
イ
ン
ト
が

た
ま
る
」「
小
銭
が
要
ら
な
い
」
な

ど
と
意
見
が
出
た
後
、「
じ
ゃ
あ
企

業
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
？
」
と
問
い
か

け
た
。

　
「
客
を
囲
え
る
」「
レ
ジ
が
ス
ム
ー

　８月1～２２日 応募受付

「
主
権
者
教
育
」の
実
践
報
告
も
期
待

各種コンテストに挑戦してい
る生徒や横澤教諭（右端）と
話す秋山さん（中央）

選考委員会座長の
谷川彰英さん

応募要項

第65回読売教育賞
横澤教諭の授業では、
秋山さんも教壇に立った
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同
学
部
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
ウ

ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
を
教
え
て
い
る
栗
田

る
み
子
教
授
（
教
育
工
学
）
が
企
業

研
究
の
一
環
と
し
て
依
頼
。
栗
田
教

授
の
ゼ
ミ
の
４
年
生
約
40
人
を
前

に
、
制
作
局
技
術
一
部
の
清せ

土ど

桂
一

郎
部
員
が
講
師
を
務
め
た
。
本
社
の

技
術
系
社
員
が
出
前
授
業
を
行
っ
た

の
は
、
今
年
３
月
に
東
京
都
立
忍
岡

高
校
で
行
わ
れ
た
授
業
に
次
い
で
２

回
目
。

　

記
事
や
画
像
の
送
稿
か
ら
紙
面
レ

イ
ア
ウ
ト
、
印
刷
、
発
送
に
至
る
ま

で
、
新
聞
社
で
は
様
々
な
電
子
シ
ス

テ
ム
が
構
築
、
運
用
さ
れ
て
い
る
。

清
土
部
員
は
、
本
社
の
記
者
が
実
際

に
使
っ
て
い
る
原
稿
作
成
ソ
フ
ト
や

写
真
送
稿
ソ
フ
ト
の
画
面
を
見
せ
な

が
ら
、
シ
ス
テ
ム
の
概
要
を
説
明
。

紙
面
を
レ
イ
ア
ウ
ト
す
る
「
組
版
シ

ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
は
、
熊
本
地
震

発
生
時
の
一
面
記
事
を
例
に
、
１
日

に
朝
刊
３
回
、
夕
刊
３
回
の
締
め
切

り
が
あ
り
、
時
間
の
経
過
と
共
に

刻
々
と
入
っ
て
く
る
情
報
を
更
新
し

な
が
ら
、
計
６
種
類
の
紙
面
を
作
成

し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

技術系社員が出前授業

新
聞
制
作
の
電
子
シ
ス
テ
ム
を
解
説

城
西
大
学

×
読
売
新
聞

埼
玉
県
坂
戸
市
の
城
西
大
学
経
営
学
部
で
４
月
25
日
、

新
聞
制
作
に
使
わ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
つ
い
て
、

読
売
新
聞
社
員
が
出
前
授
業
を
行
っ
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
地
域
ニ
ュ
ー
ス

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
も

　

さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
Ｊ
Ｒ
の
新
幹
線
車

内
の
電
光
掲
示
板
に
ニ
ュ
ー
ス
を
配

信
し
た
り
、
独
自
開
発
し
た
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
新
聞
の
購
読
者
に
レ
ン
タ
ル

し
て
、
地
域
情
報
を
配
信
し
た
り
し

て
い
る
、
新
し
い
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
も
紹
介
し
た
。

　

栗
田
教
授
は
日
頃
か
ら
Ｎ
Ｉ
Ｅ

（
新
聞
活
用
教
育
）
活
動
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
同
大
の
学
生
た
ち
は
、

壁
新
聞
を
作
っ
た
り
、
地
域
の
話
題

を
取
材
し
て
記
事
を
書
き
、
地
元
紙

に
掲
載
し
た
り
す
る
授
業
も
経
験
し

て
い
る
。

　

メ
デ
ィ
ア
に
関
心
を
持
つ
学
生
も

多
く
、
今
回
の
出
前
授
業
で
も
、
学

生
同
士
で
活
発
に
意
見
を
交
わ
し
合

う
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

最
前
列
で
授
業
を
聞
い
て
い
た
男

子
学
生
３
人
組
は
、「
ニ
ュ
ー
ス
は

携
帯
サ
イ
ト
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

が
多
い
が
、
携
帯
サ
イ
ト
の
ニ
ュ
ー

ス
も
新
聞
社
が
配
信
し
て
い
る
こ
と

を
、
今
回
初
め
て
知
っ
た
」
と
驚
い

た
表
情
。
そ
の
う
ち
の
一
人
、
吉
田

捷は
や

人と

さ
ん
（
21
）
は
、「
新
聞
制
作

の
具
体
的
な
流
れ
が
分
か
り
、
参
考

に
な
っ
た
。
新
聞
も
デ
ジ
タ
ル
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
時
代
に
合
わ
せ
て

変
化
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
」
と

話
し
て
い
た
。

　

栗
田
教
授
は
、「
ど
ん
な
に
Ｉ
Ｔ

技
術
が
発
達
し
て
も
、
そ
れ
を
使
っ

て
情
報
を
や
り
と
り
す
る
の
は
人
間

同
士
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ

し
い
。
今
回
、
実
際
に
新
聞
を
制
作

し
て
い
る
技
術
者
の
方
の
話
を
リ
ア

ル
に
聞
け
た
こ
と
は
、
学
生
た
ち
に

と
っ
て
よ
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
」
と
振
り
返
っ
た
。

新聞制作に使われているデジタル技術の説明を熱心に聞く学生たち。奥は清土部員

学生同士で話し合う場面では、活発に意見を交わし合う姿が見られた
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リポート
com

posed

」

ふ
だ
ん
は
静
か
な
本
堂
に
元
気
な
英

語
が
響
き
渡
っ
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
同
校
中
学

１
年
の
国
語
と
社
会
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
と
し
て
15
年
前
か
ら
行
わ
れ

て
き
た
「
地
域
探
訪
」
を
進
化
さ
せ

た
も
の
。

　

校
舎
の
す
ぐ
北
に
は
江
戸
の
飲
み

水
を
確
保
す
る
た
め
に
整
備
さ
れ
た

玉
川
上
水
や
神
田
川
が
あ
る
。
南
側

に
は
関
東
大
震
災
で
被
災
し
た
浅
草

や
築
地
な
ど
の
寺
が
移
転
し
て
き
た

烏
山
寺
町
。
こ
う
し
た
史
跡
探
訪
を

通
じ
て
生
徒
た
ち
は
江
戸
時
代
の
土

木
技
術
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
触
れ
た

り
、
浮
世
絵
が
ゴ
ッ
ホ
ら
印
象
派
の

画
家
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
り
し

た
こ
と
を
学
ん
で
き
た
。

　

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

前
に
外
国
人
観
光
客
が
増
え
、
外
国

語
の
重
要
性
は
増
す
一
方
。
そ
こ

で
、
同
校
は
留
学
生
を
招
き
、
生
徒

が
英
語
で
地
域
の
史
跡
を
案
内
す
る

こ
と
を
企
画
し
た
。

　

昨
年
10
月
、
ガ
イ
ド
役
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
中
高
生
54
人
が
手
を
挙

げ
、
11
月
か
ら
週
１
回
の
勉
強
会
が

始
ま
っ
た
。
２
人
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教

員
と
英
語
科
・
社
会
科
の
教
員
が
加

わ
り
、
英
語
教
材
も
作
成
。
自
己
紹

介
の
方
法
、
寺
と
神
社
、
浮
世
絵
な

ど
の
テ
ー
マ
で
学
習
を
重
ね
た
。

　

ガ
イ
ド
を
務
め
た
生
徒
た
ち
に
は

様
々
な
「
気
づ
き
」
が
あ
っ
た
。
そ

の
一
つ
は
、
史
跡
を
説
明
す
る
だ
け

で
は
会
話
が
弾
ま
な
い
こ
と
だ
。

　

ど
う
し
た
ら
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か

─
。
南
部
さ
ん
に
と
っ
て
の
突
破

口
は
、
最
後
に
訪
れ
た
寺
の
池
の
ほ

と
り
で
耳
に
し
た
留
学
生
同
士
の
お

し
ゃ
べ
り
に
あ
っ
た
。

  

タ
ル
タ
ル
ー
ガ
が
突
破
口

　

タ
ル
タ
ル
ー
ガ
と
い
う
不
思
議

な
言
葉
が
聞
こ
え
た
の
で
、
思
い

き
っ
て
意
味
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
は
イ
タ
リ
ア
語
の
亀

（tartaruga

）。「
た
ま
た
ま
池
に

亀
が
い
た
ん
で
す
ね
。
で
も
、

こ
の
質
問
を
き
っ
か
け
に
イ
タ
リ
ア

に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
、
打
ち
解
け
て
話
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
相
手
の
文
化
を
知
ろ
う
と
努

力
し
て
、
初
め
て
心
の
距
離
が
縮
ま

っ
た
と
感
じ
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

同
校
女
子
部
の
高
橋
秀
明
教
諭
は

「
悪
戦
苦
闘
す
る
場
面
も
あ
っ
た
が
、

国
際
理
解
を
深
め
た
い
と
い
う
思
い

は
通
じ
合
っ
て
い
た
。
２
０
２
０
年

の
“
お
も
て
な
し
”
も
考
え
た
い
」

と
話
す
。
グ
ロ
ッ
ソ
さ
ん
も
「
み
ん

な
の
一
生
懸
命
な
思
い
が
伝
わ
っ
て

き
て
嬉
し
か
っ
た
。
情
熱
が
あ
れ
ば

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
取
れ
る
」

と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
た
。

関東大震災で破損した妙寿寺の「割れ鐘」について説明する生徒（左端）（国学院久我山中学高校提供）

英
語
で
地
域
の
文
化
を
紹
介

東
京
五
輪･

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
視
野
に

　

国
学
院
大
学
久
我
山
中
学
高
校
（
東
京
）
の
生
徒
30
人
が
５
月

７
日
、
学
校
周
辺
の
寺
町
を
７
か
国
14
人
の
外
国
人
留
学
生
と
と

も
に
巡
り
、
そ
の
魅
力
を
英
語
で
ガ
イ
ド
し
た
。
世
界
に
発
信
で

き
る
英
語
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
た
課
外

活
動
で
、
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
訪
れ
る

観
光
客
の
“
お
も
て
な
し
”
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

国学院久我山中高の生徒が留学生に
　

江
戸
時
代
の
浮
世
絵
師
・
喜
多
川

歌
麿
が
眠
る
世
田
谷
区
北
烏
山
の
専

光
寺
本
堂
。
昭
和
50
年
代
に
復
刻
さ

れ
た
歌
麿
の
美
人
画
を
見
せ
な
が

ら
、
先
代
住
職
の
三
輪
泰
寿
さ
ん

（
85
）
が
版
画
の
作
り
方
を
詳
し
く

解
説
す
る
。
食
い
入
る
よ
う
に
見
守

る
留
学
生
の
傍
ら
で
、
ガ
イ
ド
役
の

高
校
２
年
・
南
部
亜
紀
さ
ん
（
16
）

は
脳
み
そ
に
汗
を
か
く
よ
う
な
思
い

を
し
て
い
た
。

　
「
事
前
に
浮
世
絵
は
勉
強
し
た
け

れ
ど
、
ま
さ
か
版
画
作
り
の
工

程
を
こ
こ
ま
で
詳
し
く
披
露
す

る
と
は
。
ど
う
や
っ
て
英
語
で

説
明
し
よ
う
…
…
」

  

浮
世
絵
作
り
の
工
程
を
通
訳

　

通
訳
す
る
相
手
は
国
学
院
大
学
の

交
換
留
学
生
で
イ
タ
リ
ア
人
の
学

生
、
グ
ロ
ッ
ソ
・
ア
ニ
ー
タ
さ
ん
。

意
を
決
し
た
南
部
さ
ん
は
「
江
戸

時
代
の
美
人
の
特
徴
は
切
れ
長
な

目
、
高
い
鼻
、
小
さ
な
口
」
と
英
語

で
話
し
は
じ
め
た
。
そ
の
隣
で
高

校
２
年
の
高
尾
紀
佳
さ
ん
（
16
）

も
「
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る
し
か
な

い
」
と
即
興
で
木
版
画
独
特
の
制
作

工
程
を
解
説
す
る
。「Printing each 

piece of body parts and by adding 
up all these parts, total picture is 



　5月28日に開かれた土曜サロンの「記者のよもやま話」コー
ナーでは、政治部の海谷道隆記者が、夏の参院選をめぐって報
じられた同日選に関する取材活動の裏話を披露した。
　また、ワンポイントレッスンのコーナーでは、鹿野川NIE企画
デザイナーが、前日のオバマ米大統領の広島訪問を伝える号外
を全員に配り、「教室に貼って、『写っている人が何を話している
のかセリフを考えよう』という簡単な質問でもいいので、問いか
けてみるといいです。子どもは成長段階に応じて、何かを感じる
と思う」と助言した。続いて当日の朝刊を全員で読み、授業で活
用できる記事についてグループごとに意見を出し合った。

　

読
売
新
聞
東
京
本
社
教
育
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局
は
４
月
23
日
、
小
中

高
校
の
先
生
と
と
も
に
教
室
で
の
新

聞
活
用
（
Ｎ
Ｉ
Ｅ
）
に
つ
い
て
学
び

合
う
勉
強
会
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
土
曜
サ
ロ

ン
」
を
本
社
内
で
開
き
、
都
内
や
茨

城
、
群
馬
、
静
岡
県
な
ど
の
小
中
高

校
教
諭
ら
約
20
人
が
参
加
し
た
。

　

土
曜
サ
ロ
ン
は
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
取
り

組
む
仲
間
が
学
校
の
忙
し
さ
か
ら
解

放
さ
れ
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
充
電

で
き
た
ら
」
と
、
元
中
学
校
教
員
の

鹿
野
川
喜
代
美
・
本
社
Ｎ
Ｉ
Ｅ
企
画

デ
ザ
イ
ナ
ー
が
発
案
し
、
読
売
新
聞

東
京
本
社
で
２
０
０
８
年
か
ら
ほ
ぼ

毎
月
１
回
開
か
れ
て
い
る
。

　

記
者
が
最
近
の
取
材
体
験
談
を
披

露
す
る
「
記
者
の
よ
も
や
ま
話
」
の

コ
ー
ナ
ー
に
は
、
本
社
生
活
部
の
吉

田
尚
大
記
者
が
登
場
。
吉
田
記
者

は
、
本
紙
が
４
月
６
日
の
朝
刊
１
面

で
報
じ
た
「
保
育
所
申
込
者　

定
員

超
６
割　

74
自
治
体
本
紙
調
査
」
な

ど
の
待
機
児
童
問
題
の
取
材
に
携
わ

っ
た
。

「
学
校
側
も
ど
ん
ど
ん
発
信
を
」

　

吉
田
記
者
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
匿
名
ブ
ロ
グ
『
保
育
園
落
ち

た
日
本
死
ね
』
は
言
葉
が
汚
い
な
ど

と
批
判
さ
れ
て
い
る
が
、
書
い
た
母

親
は
『
保
育
士
の
待
遇
を
よ
く
す
る

こ
と
な
ら
協
力
し
た
い
』
と
メ
ー
ル

に
記
す
よ
う
な
人
で
、
非
常
識
な
人

で
は
な
い
」
な
ど
と
取
材
の
裏
話
を

明
か
し
た
。
ま
た
、
自
身
の
取
材
体

験
を
基
に
、「
と
も
す
れ
ば
学
校
で

起
き
た
事
件
ば
か
り
が
報
道
さ
れ
、

そ
れ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
を
漂
う

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ぜ
ひ
学
校

で
行
っ
て
い
る
『
良
い
こ
と
』
が
報

道
さ
れ
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
側
か
ら

も
ど
ん
ど
ん
情
報
発
信
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

鹿
野
川
Ｎ
Ｉ
Ｅ
企
画
デ
ザ
イ
ナ
ー

に
よ
る
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
小
中
学
校
で
18
年

度
以
降
に
「
特
別
の
教
科
」
と
な
る

「
道
徳
」
に
つ
い
て
、
参
加
者
が
当

日
の
新
聞
か
ら
授
業
の
素
材
と
な
る

記
事
を
探
し
、
授
業
方
法
に
つ
い
て

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
た
。 「記者のよもやま話」のコーナー

で参院選取材の裏話を紹介する
政治部の海谷道隆記者（右奥）

ワンポイントレッスンのコーナーで授業での新聞活用につい
てアドバイスする鹿野川喜代美・本社NIE企画デザイナー

IE 記者の体験談に耳傾ける

NIE 土曜サロン 本社で開催
NNewspaper In Education

「
考
え
さ
せ
る
問
い
か
け
を
」 次回は6月25日（土）14：00 ～

参加申し込みは教育ネットワーク事務局
「NIE土曜サロン係」　nie7717@yomiuri.com
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全
国
高
等
学
校
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究
会

（
坂
口
泰
通
会
長
）
の
第
14
回
全
国

大
会
が
３
月
28
、
29
の
両
日
、
東
京

都
千
代
田
区
の
明
治
大
学
駿
河
台
校

舎
で
開
か
れ
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
取
り
組
む

全
国
の
高
校
教
師
ら
が
参
加
し
た
。

　

今
年
度
は
「
多
様
化
す
る
情
報
メ

デ
ィ
ア
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ
」
が
テ
ー
マ
。「
主

権
者
教
育
」
の
重
要
性
が
改
め
て
叫

ば
れ
る
中
、
こ
れ
ま
で
の
紙
媒
体
の

新
聞
活
用
の
み
で
は
な
く
、
様
々
な

メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
情
報
収
集
の
あ
り

方
を
生
徒
の
視
点
で
考
え
る
の
が
狙

い
だ
。

　

初
日
は
、
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
メ
デ

ィ
ア
カ
ン
パ
ニ
ー
ニ
ュ
ー
ス
事
業
本

部
編
集
部
リ
ー
ダ
ー
の
伊
藤
儀
雄
氏

や
、
読
売
新
聞
東
京
本
社
メ
デ
ィ
ア

局
専
門
委
員
の
松
井
正
氏
ら
、
新
し

い
メ
デ
ィ
ア
に
精
通
し
た
実
務
者
ら

に
よ
る
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
参
加
者
ら
は
高

校
生
の
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
の
あ

り
方
な
ど
授
業
に
生
か
す
ヒ
ン
ト
を

学
ん
だ
。

　

二
日
目
は
、
明
治
大
学
付
属
明
治

高
校
教
諭
の
小
岩
孝
一
氏
に
よ
る
Ｎ

Ｉ
Ｅ
授
業
の
実
践
報
告
や
、
明
治
大

学
特
任
教
授
の
藤
井
剛
氏
よ
る
講
演

「
教
員
志
望
学
生
と
メ
デ
ィ
ア
」
な

ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者
ら
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。

全
国
高
校
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究
会
の
全
国
大
会

「
多
様
化
す
る
メ
デ
ィ
ア
」
テ
ー
マ
に
開
催

　

学
校
図
書
館
へ
の
新
聞
配
備
を
含

め
た
予
算
は
、「
学
校
図
書
館
図
書

整
備
５
か
年
計
画
」
に
定
め
ら
れ
て

い
る
。
２
０
１
６
年
度
ま
で
の
４
次

「小中高校図書館に複数の新聞配備を」
権
」
が
適
用
さ
れ
る
見
通
し

で
あ
る
こ
と
も
念
頭
に
、「
学
校
に

行
け
ば
新
聞
が
読
め
る
」
環
境
づ
く

り
を
求
め
た
。
会
談
で
馳
氏
は
、「
中

学
、
高
校
ぐ
ら
い
か
ら
複
数
紙
読
み

比
べ
る
意
識
が
あ
っ
て
も
い
い
」
と

応
じ
た
。
同
議
員
連
盟
は
、
21
日
の

集
い
で
も
共
催
に
名
を
連
ね
て
い
る
。

馳
文
科
相 

体
制
整
備
を
表
明

　

馳
氏
も
21
日
の
集
い
に
顔
を
見

せ
、「
学
校
図
書
館
の
充
実
の
た
め

に
も
、
皆
さ
ん
方
の
力
も
い
た
だ
い

文字・活字文化
推進機構が

国会内で集い

て
、
で
き
る
か
ぎ
り
体
制
を
整
備
し

て
い
き
た
い
」
と
表
明
し
た
。

　

集
い
で
は
、
作
家
の
阿
刀
田
高
・

同
機
構
副
会
長
が
講
演
を
行
っ
た
。

阿
刀
田
氏
は
「
日
本
の
識
字
率
の
高

さ
が
世
界
一
で
あ
る
こ
と
は
、
国
民

の
大
変
な
財
産
だ
。
そ
う
い
う
も
の

を
培
う
も
の
と
し
て
新
聞
が
あ
り
、

本
が
あ
る
。
そ
れ
を
学
校
教
育
の
中

で
一
番
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
べ

き
図
書
館
の
役
割
は
非
常
に
大
き

い
」
と
述
べ
、
５
次
計
画
の
充
実
を

強
く
求
め
た
。

　

公
益
財
団
法
人
「
文
字
・
活
字
文
化
推
進
機
構
」（
肥
田
美
代
子

理
事
長
）
は
４
月
21
日
、
小
中
高
校
図
書
館
に
複
数
の
新
聞
を
配
備

す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
る
集
い
を
国
会
内
で
開
い
た
。
教
育
・
出
版

関
係
者
ら
約
２
０
０
人
が
参
加
し
、
国
の
概
算
要
求
に
向
け
て
学
校

図
書
館
に
関
す
る
予
算
の
充
実
を
求
め
て
い
く
方
針
を
再
確
認
し
た
。

計
画
で
は
、
全
国
の
小
中
学
校
約

３
万
２
０
０
０
校
に
新
聞
１
紙
ず
つ

を
配
備
す
る
予
算
と
し
て
、
単
年
度

で
15
億
円
、
５
年
間
で
計
75
億
円
が

盛
り
込
ま
れ
た
。

配
備
率
３
分
の
１
に
と
ど
ま
る

　

し
か
し
、
同
計
画
は
使
途
の
限
定

さ
れ
な
い
地
方
財
政
措
置
の
た
め
、

実
際
の
配
備
状
況
は
14
年
現
在
で
小

学
校
36
・
７
％
、
中
学
校
31
・
７
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

教
育
・
出
版
関
係
者
ら
か
ら
は
、
17

年
度
を
初
年
度
と
す
る
５
次
計
画

で
、
さ
ら
に
予
算
を
充
実
さ
せ
、「
新

聞
の
な
い
家
庭
の
子
ど
も
も
、
せ
め

て
学
校
図
書
館
に
行
け
ば
新
聞
が
読

め
る
」（
肥
田
氏
）
環
境
を
整
え
る

よ
う
求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
声
に
呼
応
し
、
超
党
派

の
学
校
図
書
館
議
員
連
盟
（
会
長
・

河
村
建
夫
元
文
部
科
学
相
）
は
、
文

字
・
活
字
文
化
推
進
機
構
の
集
い
に

先
立
つ
19
日
、
馳
浩
文
部
科
学
相
と

省
内
で
会
談
し
、
５
次
計
画
で
は
小

中
高
校
に
複
数
の
新
聞
を
配
備
す
る

こ
と
な
ど
を
要
望
し
た
。
河
村
氏
ら

は
、
今
夏
の
参
院
選
で
「
18
歳
選
挙
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　読売新聞は、学研グループ・市進教育グループと協力し、児童生徒の学力向上を目
的とした「新聞検定」を昨年に引き続き、首都圏1都4県で開催します。用意された特

定の日の読売新聞を読みながら、様々な問題を解く新しいスタイルの検定です。
　今の中学2年生が大学を受験する2020年度には、現在のようなセンター試験の解答形式
は廃止になり、知識偏重型から自分で考えて解答する方式に変わる予定です。そのためには
日頃から新聞を読んで、「新聞を読み解く力」を身に付けることが重要になってきます。
　新聞から正解を導くことを通して、情報を正しく読み解く力、視野を広げてものを見る力、
自分の考えを正しく伝える力を「新聞検定」で試してみませんか。
　申し込みは新聞検定のウェブサイトから。申し込み締め切りは8月20日（土）です。
→　http://www.shimbun-kentei.com/
　問い合わせは、新聞検定事務局（03・6739・6956、平日10～17時）へ。

【実施日時】９月24日（土）11：00～11：50
【会場】東京、神奈川、千葉、埼玉、茨城各都県の学研グループ、市進教育グループの各塾など。
ウェブサイトから希望の会場を選択できます（親子でも受検できます）　【検定料】無料　
【部門】「初級」（小学校高学年向け）と、「中級」（中学生以上向け）
【参加記念品】①「読売KODOMO新聞」または「読売中高生新聞」のどちらか１号分（すでにご購読の方には、読売新聞オリジナルノート）
②「新聞検定」クリアファイル　【主催】読売新聞東京本社　【共催】学研グループ・市進教育グループ

　国内の小・中学校と海外の日本人学校の児童生徒を対象
に、全国小・中学校作文コンクール（読売新聞社主催）の作
品を募集します。詳しくはウェブサイトへ
→　https://info.yomiuri.co.jp/contest/edu/sakubun.html

【部門】小学校低学年／同高学年／中学
校
【賞】文部科学大臣賞ほか。発表は11月下
旬、読売新聞紙上で。
【応募規定】400字詰め原稿用紙に自筆で
書いてください。テーマは自由、枚数制限
はありません。入賞作品の著作権は主催
者に帰属します。作品は返却しません。
【応募先】読売新聞本支社 総支局
【締め切り】9月14日（水）必着
【問い合わせ】読売新聞東京本社
事業開発部　☎03・3216・8606

2016年度「新聞検定」  ９月２４日開催

　全国高校総体（インターハイ）や予選などで活躍した仲間たちを取り
上げた学校新聞を顕彰する「第3回学校新聞部インターハイ新聞コン
クール」（読売新聞社主催）のエントリーを受け付けています。
　自校の選手たちがインターハイの予選や本選に向けて練習を重ねる様子や、試合での活躍な
どを取材し、記事を掲載した学校新聞が対象です。優秀作品は表彰し、読売新聞紙面や「読売教
育ネットワーク」のウェブサイト（http://kyoiku.yomiuri.co.jp/）に掲載されます。
　また、最優秀賞の学校新聞部には、読売新聞社などが主催する「ヴェルサイユ宮殿《監修》マ
リー・アントワネット展」（東京・森アーツセンターギャラリー、2016年10月25日～17年2月26日）
を取材する機会が与えられます。
　エントリーは7月8日まで。新聞提出の期限は9月9日です。
　参加申込書の請求や問い合わせは、読売新聞東京本社・教育ネットワーク事務局内のコンクー
ル係へ。　☎03・3217・1967　メール：academy@yomiuri.com

　秋田県三種町の「橋本五郎文庫」運営委員会が、第
3回「母への手紙・父への手紙」作文コンクールの作
品を募集しています。橋本五郎文庫は、読売新聞東
京本社の橋本五郎特別編集委員が蔵書を町に寄贈
したのをきっかけに、廃校になった小学校校舎を活
用して地域住民が2011年に開設した図書館です。今
回は、手紙を送る対象を実の父母に限らず、親代わり
の恩人など「父母のような存在」にも広げます。
　800字以内で1人2編まで。住所、氏名（ペンネー
ム可）、年齢、性別、職業、電話番号を明記し、9月15日
（当日消印有効）までにお送りください。

【応募先】　橋本五郎文庫
郵　送：〒018･2103　秋田県三種町鯉川字片平34
メール：mitanegoro@sweet.ocn.ne.jp
【問い合わせ】 同文庫　☎0185･87･3177

第３回「母への手紙・
父への手紙」作文コンクール

第66回 全国小・中学校作文コンクール

第3回 高校新聞部 インターハイ新聞コンクール第 3 回   高 校 新 聞 部

主催：読売新聞社　後援：公益社団法人全国高等学校文化連盟／公益財団法人全国高等学校体育連盟

エントリー締切       7月 8日（金）

新聞提出の締切   9 月 9日（金）

結果発表　10月末ごろ読売新聞紙上にて
発表予定。優秀作品は表彰して、読売新聞
の紙面やウェブサイトに掲載します。

募集内容　インターハイ予選から本選まで、
みなさんの学校の選手やチームの活躍の様
子、ドラマ、試合結果を中心に取材して新聞
を作ってください。選手やチームを支える人た
ち、大会の準備をしてきた生徒も取材対象で
す。写真や記者のコラムも盛り込んでくださ
い。新聞のサイズは、Ａ３、Ａ４、Ｂ４の表裏を
基準としますが、通常発行している新聞のイン
ターハイ特集ページや関係記事でも応募でき
ます。

エントリー方法　ＦＡＸ（裏面）、メールで受け
付けます。詳しくは別紙「実施要項」をお読み
ください（読売教育ネットワークウェブサイトに
掲載）。他校と連携しての参加も可能です。

2015 年度最優秀賞
福島県立郡山東高等学校

「郡山東高校新聞」

※ご応募いただいた個人情報は、本コンクール関連業務
以外には使用しません。

【問い合わせ】読売新聞東京本社  教育ネットワーク事務局内  「インターハイ新聞コンクール」係
☎ 03-3217-1967（平日10：00~18：00）　FAX  03-3217-1968　MAIL  academy@yomiuri.com　WEB  http://kyoiku.yomiuri.co.jp/

この夏開催されるインターハイ「2016 情熱疾風 中国総体」に向けて努力を
続けてきた選手たち、それを支えるマネージャー、コーチ、大会の準備に取り組む人たちを、

高校新聞部のみなさんの目で取材した「インターハイ新聞」を募集します。
みなさんの作った新聞を、全国のたくさんの人々に読んでもらえるチャンスです。

積極的な参加をお待ちしています。

件名：「インターハイ新聞コンクール」
①学校と部の名称 ②学校の住所 
③顧問の氏名 ④電話番号
⑤メールアドレス 
⑥新聞のサイズ（予定でも可）

メ
ー
ル
記
入
事
項

インターハイ
新聞コンクール

最優秀校の新聞

部は「マリー・アントワ

ネット展」（東京・森アー

ツセンターギャラリー／

本社など主催）の取材

ができます

全国に届けよう！ 仲間たちの 汗 と 涙

作品募集

エントリー受付中

作品募集
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リレーエッセー

海
外
で
学
ぶ・リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー
⑰

米
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学

「
日
米
の『
代
表
』と
し
て
海
外
で
学
ぶ
」

白
百
合
学
園
高
校
（
東
京
都
千
代
田
区
）
卒
、
米
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
３
年
　
清し

水み
ず 

優ゆ

紀き 

さ
ん　

を
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
で
は
経
済
学

専
攻
、
数
学
副
専
攻
と
し
て
数
理
経

済
学
を
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
金
融
関
連
は

香
港
で
、
経
済
理
論
は
ロ
ン
ド
ン
で

履
修
し
た
。
歴
史
的
、
学
問
的
関
心

に
加
え
て
、
米
国
か
ら
の
学
生
と
し

て
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
体
験
し

た
か
っ
た
の
だ
。

　

東
京
育
ち
の
私
に
と
っ
て
、
世
界

で
最
大
か
つ
最
も
活
気
の
あ
る
都
市

の
ひ
と
つ
、
香
港
の
生
活
に
慣
れ
る

の
は
そ
れ
ほ
ど
苦
に
な
ら
な
か
っ

た
。
だ
が
、
そ
れ
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
問
題
に
な
る
と
、
地
元
の

人
と
の
言
語
の
違
い
や
文
化
的
な
壁

を
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ

れ
は
、
多
様
性
に
富
む
ア
メ
リ
カ
で

は
つ
い
ぞ
な
か
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

現
地
の
言
葉
が
自
分
の
話
せ
る
言
語

で
は
な
い
場
所
で
生
活
し
た
の
は
初

め
て
の
こ
と
。
教
育
制
度
の
お
か
げ

で
、
多
く
の
香
港
人
は
英
語
を
話
せ

る
が
、
そ
れ
で
も
中
心
部
を
離
れ
る

と
、
英
語
だ
け
で
は
理
解
し
て
も
ら

え
な
い
。
こ
う
し
た
苦
労
は
あ
っ
た

も
の
の
、
外
国
人
と
し
て
ア
ジ
ア
に

身
を
置
き
、
新
し
い
文
化
や
大
学
の

雰
囲
気
に
適
応
し
よ
う
と
し
た
体
験

は
、
本
当
に
す
ば
ら
し
く
、
い
い
意

味
で
挑
戦
的
だ
っ
た
。
ま
た
、
世
界

中
か
ら
集
ま
る
学
生
た
ち
か
ら
学
ん

だ
こ
と
も
多
か
っ
た
。
オ
フ
の
時
間

に
、
今
起
き
て
い
る
難
民
問
題
や
北

欧
諸
国
の
模
範
的
税
制
度
に
つ
い
て

話
し
合
う
こ
と
も
珍
し
く
は
な
い
。

英語の原文はhttp://the-japan-news.com/news/article/0002546372
でお読みいただけます。

海外留学を目指す高校生に進学支援を行っているNPO法人「留学フェロ
ーシップ」のメンバーが、海外のキャンパスライフをリレー連載します。留学フ
ェローシップの詳細はウェブサイト（http://ryu-fellow.org）へ。

香港のビクトリアパークで友人とくつろぐ清水優紀さん（左）＝本人提供

　

私
に
と
っ
て
、
複
数
の
国
で
学
ん

だ
経
験
の
お
か
げ
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ

ウ
ン
大
入
学
時
以
上
に
、
考
え
や
価

値
観
が
多
様
化
し
、
世
界
観
が
広
が

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
以
外
の
大

学
で
学
べ
ば
、
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど

学
び
の
機
会
が
得
ら
れ
る
の
は
確
か

だ
。
し
か
し
、
日
米
両
国
の
代
表
と

し
て
海
外
の
大
学
で
学
べ
ば
、
さ
ら

に
目
を
見
開
か
さ
れ
る
よ
う
な
出
来

事
に
出
会
う
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
は

通
っ
て
い
る
大
学
だ
け
で
は
決
し
て

得
ら
れ
な
い
も
の
な
の
だ
。

（
会
報
編
集
部
抄
訳 T

he Japan 
N

ew
s 

２
０
１
５
年
12
月
４
日
）

U.S.

New York

Washington D.C.

Georgetown Univ.Georgetown Univ.

　

日
本
で
15
年
間
、
幼
稚
園
か
ら
高

校
ま
で
女
子
だ
け
の
学
校
生
活
を
終

了
し
た
後
、
４
年
間
の
大
学
生
活
を

慶
応
大
学
、
米
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大

学
、
香
港
中
文
大
学
、
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
ロ
ン
ド
ン
の
４

つ
の
大
学
で
過
ご
す
こ
と
に
な
る
と

は
思
っ
て
も
見
な
か
っ
た
。
私
の
通

う
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
で
は
、
３
年

次
に
海
外
の
大
学
で
最
大
２
学
期
間

過
ご
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、

そ
の
機
会
を
利
用
し
て
、
香
港
と
ロ

ン
ド
ン

─
元
植
民
地
と
元
宗
主
国

で
過
ご
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
大
学
で
は
主
に
経
済
学
を

履
修
し
た
が
、
力
点
は
若
干
違
う
と

こ
ろ
に
置
い
た
。
慶
応
で
は
入
門
編

ジョージタウン大学
1789年創立の米国で最も古いカトリック、イエズス会系の大学。首都ワシ
ントンにあり、130か国から集まった学生、教授らが勉学、研究、指導に当
たっている。




